
行方地域就農支援協議会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規就農 

個別指導（技術・経営支援，研修会への参加） 

           ↓ 

就農・経営開始，地域への定着，産地の維持発展 

   （行方地域の担い手，認定農業者）                            

 就農支援協議会とは，農業担い手の確保育成を目的に農業者代表，関係機関で構成された組織です。 

 県全体の担い手確保を担う「茨城県農林振興公社」との連携を図りながら，県内 12 地域（普及セ

ンター単位）において就農相談を中心に活動を行っています。 

行方地域就農支援協議会 

 ［事業活動］ 

   1. 就農支援に関する会議の開催 

   2. 新規就農者，就農予定者に関わる情報交換 

   3. 就農相談活動，就農啓発運動，その他目的達成に必要な事項 
 

就農アドバイザー（農業三士）…… 就農に関する指導助言 

担当者会議 …… 会の円滑な業務推進 

構成：潮来市・行方市，農業委員会，ＪＡ，農業三士各代表，普及センター（事務局） 

● 就農相談活動とその後の流れ 

● 現在の動きと今後の活動方向 

 就農志向者に対して随時，就農相談を行う一方で 

県農林振興公社と連携して農場見学会を開催します。 

 また，産地における研修生受入体制を整備し，空き

ハウスの相談窓口を開設しています。担い手の受入体

制強化のため，産地受入型就農支援モデルの構築を更

に進めていきます。 

● 活動実績ほか 

対象者：新規就農者・Ｕターン者，新規参入者（非農家） 

 就農相談  ・青年等就農計画，資金関係相談 

 ・農業技術及び研修関係相談など 

  （対応：市，普及センター，ＪＡなど） 

〇先進農家研修 

 （または営農塾） 

・基礎知識の習得 

・実技の習得等 

○「農業学園」への勧誘 

・基礎知識の習得 

・仲間作り等 

○後継者クラブへの勧誘 

・プロジェクト活動 

・地域農業青年との交流 新規就農 

［最近の活動実績］ 

年度 H28 H29 H30 R1 
R2 

(12月末) 

就農相談者数 

(うち非農家) 

13 
(10) 

12 
(6) 

7 
(5) 

7 
(7) 

17 
(11) 

相談等 

対応回数 
29 18 13 9 19 

 
［新規就農者数］ 

年度 H27 H28 H29 H30 R1 

新規就農者数 26 19 17 20 17 
注）法人就農を含む 

［農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金）の受給者数］ 

年度 H28 H29 H30 R1 
R2 

(12月末) 

開始型 13 16 15 16 15 

準備型 3 2 2 0 0 

 

就農相談会（新農業人フェア） 

研修（R2 農福連携事例調査） 


